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い
ま
広
域
農
道
の
計
画
変
更
に
伴
う
同
意
徴
集
が
、
市
内
の
農

家
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
広
域
農
道
は
華
川
町
小
豆
畑
の
山

間
部
か
ら
高
萩
市
横
川
を
へ
て
大
宮
町
ま
で
の
約
六
七
キ
ロ
の
基

幹
農
道
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。
す
で
に
北
茨
城
市
部
分
は
完
成

し
て
い
ま
す
が
、
他
市
町
村
の
未
完
成
部
分
約
六
キ
ロ
を
整
備
す

る
た
め
の
計
画
変
更
で
あ
り
、
沿
線
市
町
村
の
農
家
全
体
の
同
意

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
域
農
道
の
当
初
の
目
的
は
、
北
茨
城
市
や
高
萩
市
な
ど

県
北
山
間
地
帯
の
広
域
的
な
農
業
の
振
興
、
特
に
酪
農
な
ど
営
農

団
地
の
輸
送
道
路
と
し
て
牛
市
場
の
あ
る
大
宮
町
ま
で
整
備
す
る

と
い
う
も
の
で
一
九
八
一
年
に
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
事
業

完
了
の
予
定
は
九
五
年
で
し
た
が
大
幅
に
遅
れ
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
事
業
主
体
の
一
つ
で
あ
る
県
常
陸

太
田
土
地
改
良
事
務
所
は
「
地
形
・
地
質
が
工
事
難
航
な
場
所
で

あ
り
、
用
地
の
取
得
に
も
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
し
て
最
大
の
原

因
は
予
算
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
変
更
の
理
由
と
し
て
県
は
「
事
業
開
始
以
来
二
〇

年
余
が
経
過
し
て
、
こ
の
間
農
業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
も
大
き
く
変

化
し
て
き
た
こ
と
」
を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
は
「
農

村
振
興
だ
け
で
な
く
、
合
併
に
伴
う
常
陸
太
田
市
や
大
宮
町
の
基

幹
道
路
、
北
茨
城
市
や
高
萩
市
の
観
光
道
路
と
し
て
も
活
用
を
は

か
り
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
今
回
の
計
画
変
更
に
よ
り
事
業

費
は
当
初
の
一
四
六
億
円
か
ら
二
六
六
億
円
に
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、「
市
民
が
あ
ま
り
利
用
し
な
い
道
路

で
、
ム
ダ
使
い
の
典
型
の
一
つ
」
と
し
て
、
厳
し
く
批
判
し
て
き

ま
し
た
。
完
成
し
て
い
る
北
茨
城
〜
高
萩
区
間
の
当
初
の
計
画
交

通
量
は
一
日
当
た
り
、
わ
ず
か
七
四
台
。
こ
れ
自
体
、
極
端
に
少

な
い
通
行
量
で
、
他
の
道
路
事
業
な
ら
「
必
要
性
が
な
い
」
と
し

て
絶
対
に
採
択
に
な
ら
な
い
計
画
で
す
が
、
県
の
強
引
な
指
導
の

も
と
に
事
業
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
か
ら
は「
萩

の
咲
く
時
し
か
走
ら
な
い
道
路
」
と
言
わ
れ
、
実
際
に
は
、
当
初

計
画
の
七
四
台
は
お
ろ
か
、「
一
日
に
数
台
し
か
走
ら
な
い
の
で

は
？
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
茨
城
市
は
こ
の
広
域
農
道
に
昨

年
度
ま
で
に
負
担
金
、
償
還
金
合
わ
せ
て
約
八
億
六
四
〇
〇
万
円

支
出
し
て
お
り
、
今
後
も
五
億
一
三
〇
〇
万
円
を
投
入
す
る
計
画

で
、
合
計
金
額
は
一
三
億
七
〇
〇
〇
万
円
に
上
り
ま
す
。

　

今
回
の
同
意
徴
集
の
対
象
者
は
、
北
茨
城
市
か
ら
大
宮
町
に
か

け
て
の
農
家
一
万
二
〜
三
千
人
で
、
市
内
で
は
、
や
は
り
農
家
の

み
二
千
百
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
三
分
の
二
の
同
意
が

得
ら
れ
れ
ば
、
事
業
は
推
進
さ
れ
ま
す
が
、
充
分
な
説
明
や
情
報

開
示
も
な
い
ま
ま
、
同
意
徴
集
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。

　

共
産
党
市
議
団
は
「
充
分
な
道
路
の
必
要
性
を
検
討
し
な
い
中

で
、
安
易
に
計
画
の
変
更
を
行
な
い
予
算
規
模
を
一
二
〇
億
円
も

増
額
す
る
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
今
後
と
も
無
駄
な
大
型
開

発
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
予
算
の
使
い
方
を
市
民
の
暮
ら
し
優
先
に

転
換
す
る
た
め
全
力
を
上
げ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

日本共産党
北茨城市委員会
磯原町豊田1030-2

43-0468(福田)
42-2462(鈴木)

2004年８月７日

広
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ロ
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計
画

 

費
用
倍
増
の
見
直
し

146
億
円
↓
266
億
円
の
税
金
投
入

通
行
量
は
見
込
み
で
も
一
日
わ
ず
か
74
台

同
意
対
象
は
農
家
の
み
、 

説
明
も
不
十
分

本当に
必要？


